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国
会
議
員
の
歳
費
や
定
数
削
減
等
に
対
す
る
麻
生
太
郎
内
閣
総
理
大
臣
の
見
解
に
関
す
る
質
問
主
意
書

一

本
年
二
月
二
日
の
参
議
院
本
会
議
に
お
い
て
、
麻
生
太
郎
内
閣
総
理
大
臣
は
国
会
議
員
の
歳
費
や
定
数
削
減
に
関
し
、

「
政
治
家
が
先
頭
に
立
っ
て
改
革
に
取
り
組
む
こ
と
は
重
要
だ
。
（
総
裁
と
し
て
）
自
民
党
で
検
討
し
て
ほ
し
い
と
表
明
し

た
」
と
述
べ
た
と
承
知
す
る
。
麻
生
総
理
の
右
答
弁
は
、
国
会
議
員
の
歳
費
や
定
数
削
減
の
実
現
に
向
け
、
自
由
民
主
党
総

裁
で
あ
る
と
共
に
、
国
の
予
算
を
司
る
内
閣
の
長
と
し
て
、
麻
生
総
理
の
意
欲
を
示
し
た
も
の
と
理
解
し
て
良
い
か
。
確
認

を
求
め
る
。

二

現
在
国
会
議
員
一
人
当
た
り
、
月
百
三
十
万
一
千
円
の
歳
費
が
支
給
さ
れ
る
。
他
に
、
月
百
万
円
の
文
書
通
信
交
通
滞
在

費
や
六
十
五
万
円
の
立
法
事
務
費
、
年
間
約
六
百
三
十
五
万
円
の
賞
与
や
Ｊ
Ｒ
、
航
空
券
の
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
、
更
に
は
公

設
秘
書
の
給
与
を
含
め
る
と
、
国
会
議
員
一
人
当
た
り
、
月
約
五
百
七
十
三
万
円
、
年
約
七
千
五
百
万
円
の
経
費
が
か
か
っ

て
い
る
計
算
に
な
る
と
承
知
す
る
。
現
在
我
が
国
が
、
麻
生
総
理
が
「
百
年
に
一
度
」
と
形
容
す
る
ほ
ど
の
大
変
な
不
況
に

見
舞
わ
れ
、
国
民
一
人
一
人
が
苦
し
い
思
い
を
強
い
ら
れ
て
い
る
今
、
国
会
議
員
と
し
て
も
、
歳
費
や
各
種
手
当
の
減
額
を

自
ら
積
極
的
に
受
け
入
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
自
民
党
の
総
裁
と
し
て
、
ま
た
、
国
の
予
算
を
司
る
内
閣
の
長
と

し
て
、
麻
生
総
理
は
一
の
国
会
答
弁
の
通
り
、
国
会
議
員
の
歳
費
削
減
に
向
け
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
考
え
は
あ

一



る
か
。
確
認
を
求
め
る
。

三

国
会
議
員
の
定
数
削
減
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
削
減
数
等
、
現
在
麻
生
総
理
は
ど
の
様
な
具
体
案
を
有
し
て
い
る
か
説
明

さ
れ
た
い
。

四

文
書
通
信
交
通
滞
在
費
と
立
法
事
務
費
は
、
そ
れ
ぞ
れ
使
途
の
報
告
や
精
算
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
ら
ず
、
北
海
道
や
沖

縄
県
選
出
の
国
会
議
員
も
東
京
都
選
出
の
国
会
議
員
も
一
律
で
支
給
さ
れ
る
、
い
わ
ば
渡
し
き
り
の
手
当
で
あ
る
。
右
に
つ

い
て
も
、
国
民
へ
の
情
報
開
示
、
情
報
の
透
明
性
確
保
を
図
る
観
点
か
ら
、
使
途
の
報
告
や
精
算
を
義
務
づ
け
る
、
ま
た

は
、
国
会
議
員
そ
れ
ぞ
れ
の
選
出
地
域
や
実
際
に
要
す
る
費
用
に
応
じ
た
支
給
額
に
す
る
等
の
改
革
を
す
べ
き
で
あ
る
と
考

え
る
が
、
自
民
党
総
裁
と
し
て
、
ま
た
、
国
の
予
算
を
司
る
内
閣
の
長
と
し
て
、
右
の
手
当
の
改
革
に
つ
い
て
も
、
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
考
え
は
あ
る
か
。
麻
生
総
理
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

二


